
市民の皆さんも急速充電器を利用できます

▶対　　象　
・市内に自己の居住を主たる目的として所有して

いる住宅に、未使用の補助対象給湯器を設置し
た方

・補助対象給湯器の保証書に記載されている購入
年月日が、平成26年4月1日以降の給湯器を設
置した方

・市税の滞納がない方
・建築基準法、都市計画法などの違反がない方
・行田市住宅改修資金補助金の交付を受けていな

い方
▶補助対象給湯器および金額

・【ガスエンジン給湯機（エコウィル）】1台につ
き20,000円

・【燃料電池コージェネレーションシステム（エネ
ファーム）】1台につき50,000円

▶申請方法　環境課で配布している申請書(市ホー
ムページからダウンロード可)に必要事項を記入
の上、4月1日㈫～平成27年3月10日㈫に直接同
課へ提出してください。

▶そ の 他 予算の範囲内での補助となります
ので、予算額（170万円）に達した場合
は受付期間中でも終了します。なお、
補助金の申請状況は市ホームペー
ジに公開します（週1回程度更新）。

▶問い合わせ 同課環境政策担当
☎556―9530

　行田エコタウンの創出の一環として
電気自動車の普及促進を図るため、市では電
気自動車を購入した他、急速充
電器を市役所敷地内に設置しま
した。急速充電器は市民の皆さ
んも利用できます。急速充電器
を利用するには、初めに簡単な
登録をしていただきます。
▶利用時間 月～金曜日の午前8時30分～午後5時

※祝日および12月29日から1月3日までを除く
▶問い合わせ 財政課管財担当(内線325・327）

▶対　　象
・自らが居住する市内の住宅に電力を供給する目

的で、1キロワット以上の発電システムを設置す
る方

・市税の滞納がない方
・建築基準法、都市計画法などの違反がない方
・行田市住宅改修資金補助金の交付を受けていな

い方
▶補助金額 1件につき80,000円
▶申請方法 環境課で配布している申請書(市ホー

ムページからダウンロード可)に必要事項を記入
の上、4月1日㈫～平成27年2月27日㈮に直接同
課へ提出してください。なお、既に設置および工
事に着工している太陽光発電システムは補助対象
外となりますので、着工前に申請をしてください。

▶そ の 他 予算の範囲内での補助となりますの
で、補助予定数の250件(先着順)に達した場

合は受付期間中でも終了します。なお、
補助金の申請状況は市ホームページ

に公開します(週1回程度更新)。
▶問い合わせ　同課環境政策担当☎
  556―9530

▶対　　象
・市税の滞納が

ない、市民の方・市
内に本社、支社または事
業所を有する事業者

▶補助対象となる自動車の要件
・新車の電気自動車またはプラグインハイブリッ

ド自動車であること
・使用の本拠の位置が市内にあること
・リースによる導入でないこと

▶補助金額 1台につき100,000円
▶申請方法 環境課で配布している申請書(市ホー

ムページからダウンロード可)に必要事項を記入
の上、4月1日㈫～平成27年2月27日㈮に直接同
課へ提出してください。なお、契約済みの電気自
動車などは補助対象外となりますので、契約の前
に申請をしてください。

▶そ の 他 予算の範囲内での補助となりますの
で、予算額（150万円）に達した場合は受付期間中
でも終了します。なお、補助金の申請状況は市ホ
ームページに公開します（週1回程度更新）。

▶問い合わせ 同課環境政策担当☎556―9530

住宅用太陽光発電システム設置
補助金を交付します

電気自動車等導入補
助金を交付します

住宅用高効率給湯器設置補助金
を交付します

電気自動車用の
急速充電器を
設置しました

EV

行 田
エコタウン
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　市の可燃ごみは、行田市と鴻巣市で構成する「彩
北広域清掃組合」の小針クリーンセンターで焼却処
理していますが、施設の老朽化が進んでいるため、
行田市・鴻巣市・北本市ごみ処理広域化協議会で協
議を重ね、同組合の規約を変更し、北本市を加えた
3市で新ごみ処理施設を整備することにしました。
　同組合の規約変更については、平成25年12月定
例市議会の議決および平成26年1月の県知事の許可
を得て、同組合の名称を「鴻巣行田北本環境資源組
合」に変更し、現在のごみ焼却施設の管理運営およ
び新ごみ処理施設の建設に関する事務を共同して処
理することにしました。
　新ごみ処理施設については、鴻巣市および北本市
と共に、環境負荷が小さくリサイクルを推進する、
安心安全な施設にしたいと考えています。

○組合の分室の設置
　 4月から、新ごみ処理施設の建設に関する事
務を推進するため、鴻巣市立教育支援センター内
(川里ふるさと館内)に分室(計画建設課)を設置し
ました。

○新ごみ処理施設の建設場所
　建設場所については鴻巣市内とし、候補地を選
定中です。

○新ごみ処理施設の稼動時期
　おおむね10年後の稼動を目標としています。

○新ごみ処理施設の内容
　ごみ焼却施設、発電設備および粗大ごみ処理施
設などについて調査・研究します。

○新施設が稼動するまでのごみ処理
　新施設が稼動(おおむね10年後)するまでは、
これまでどおり小針クリーンセンターで市と旧吹
上町のごみを処理します。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

　 2月18日、行田市環境審議会から第2次行田市環
境基本計画に関する答申が市に提出されました。こ
の答申を受け、本市の環境の保全および創造に関す
る施策を総合的かつ計画的に推進するための基本的
な計画である「第2次行田市環境基本計画」を策定し
ました。

▶計画期間 平成26年度から35年度までの10年間
▶計画の推進主体　市民（市民団体）、市内に事業所

を持つ事業者、行田市
▶対象範囲 環境に関係する全ての要素（生活環境、

自然環境、地球環境、啓発活動）
▶４つの基本目標

・環境負荷の低減による循環型社会の形成
・先人から受け継いだ自然環境の保全
・省エネ、創エネによるエコタウンの創出
・環境意識の向上と環境配慮活動の推進

▶実行計画 基本計画の実効性をより確実にするた
めに、重点的施策に関する実施スケジュールや計
画の進

し ん

捗
ちょく

状況・目標達成状況を評価するための数
値目標などを定めています。

▶閲覧場所 4月7日㈪から市政情報コーナー、南
河原支所、各公民館
※ 市 ホ ー ム ペ ー ジ
でも閲覧できます。

▶問い合わせ 環境課環
境政策担当☎556―
9530

行田市・鴻巣市・北本市による
ごみ処理広域化について

第2次行田市環境基本計画を
策定しました

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
紹
介
制
で
、
紹
介
後
は
個
人
間
の
や
り
取
り
と
な
り

ま
す
。
登
録
品
は
無
料
で
登
録
期
間
は
3
カ
月
で
す
。

　

な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品
登

録
の
際
に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写
真
を

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
5
5
6
―

9
5
3
0
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
3
―
0
7
9
2

不
用
品
情
報

ゆずってください

さしあげます

▷3ＷＡＹスピーカー　▷犬小屋　▷エレクトーン

▷電動ポータブルミシン　▷大人用自転車　▷大人用自転車
（折り畳み式）　▷ソファベッド　▷電動彫刻機　▷大人用自
転車（自転車用チャイルドシート付き）　▷ちゃぶ台　▷小型
冷蔵庫　▷空気清浄機　▷リクライニングチェア　▷麺板　
▷ダイニングセット　▷パイプ椅子　▷石油ファンヒーター
▷プロパン用ガスレンジ　▷液晶テレビ　▷石油ストーブ

望ましい環境像
　人々の生活と豊かな自然が共生できる

環境にやさしいうるおいのあるまち

答申書を提出する白井裕泰会長
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　このたび、市では、保育所保育料および
私立幼稚園就園奨励費補助金の算定時に、
寡婦（夫）控除および生活保護世帯のみなし
適用を実施し、婚姻歴のないひとり親家庭
や低所得者世帯への経済的支援を行うこと
としました。
　本制度の適用を申請すると、保育料など
が減額になる場合があります。制度の詳し
い内容や申請方法、申請時期などについて
は担当課に問い合わせください。
※みなし適用を行っても保育料などが変わ

らない場合もあります。
▶開始期日 4月1日㈫
▶対　　象

・婚姻によらずにひとり親となった方
・生活扶助基準額の見直しにより、生活

保護が廃止もしくは受給できなくなっ
た方

▶対象事業
　・認可保育所の保育料
　・私立幼稚園就園奨励費補助金
▶問い合わせ 認可保育所の保育料について

は子育て支援課保育担当（内線263）、私
立幼稚園就園奨励費補助金については教
育総務課財務施設担当☎556―8311

　行田市ひとり親家庭等児童養育手当は、父もしくは母、
または父母の双方が欠けている義務教育就学中の児童を養
育している方に支給されます。手当を受けるためには申請
が必要となります。なお、申請した月から手当の対象にな
ります。
▶対　　象

　市内に居住し、本市に住民登録または外国人登録をし
ている方で、次のいずれかの条件に該当する児童と同居
し、監護している保護者(養育者含む）

（1）父もしくは母または父母の双方が死亡した児童
（2）父母が婚姻(事実婚を含む)を解消した児童
（3）母が婚姻によらずに出産した児童
※生活保護を受給している世帯の児童を除く

▶手 当 額
【（1）の児童】1人月額6,000円
【（2）および(3)の児童】1人月額3,000円

▶所得制限
　保護者の平成26年度(4月から7月までの手当について
は、前年度)市町村民税の所得割が課税されていないこと
※現在この手当を受給している方でも、新１年生がいる

場合は新たに申請が必要です。
▶問い合わせ 子育て支援課子育て支援担当(内線262）

4月から寡婦（夫）控除など
のみなし適用を実施します

ご存じですか　
行田市ひとり親家庭等児童養育手当

獅
子
舞
用
品
・
自
治
会
館
備
品
整
備
で

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
地
域
住
民
の
自
主
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
自
治
意
識
の
向
上
を
目
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要

な
備
品
の
整
備
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
在
家
自
治
会
と
清
水
町
自
治
会
が

こ
の
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
次
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く
り
支
援
課
自
治
振
興
担
当
（
内
線
2
5
1
）

　
在
家
自
治
会

　

在
家
自
治
会
（
加
瀬
田
健
会
長
）
は
、

在
家
地
区
に
伝
わ
る
獅
子
舞
の
獅
子
頭
の

塗
り
替
え
や
そ
の
他
備
品
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。
同
自
治
会
は
今
後
も
、
地
区
の

伝
統
芸
能
で
あ
る
獅
子
舞
の
継
承
を
通
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　
清
水
町
自
治
会

　

清
水
町
自
治
会
（
内
田
久
穂
会
長
）

は
、
清
水
町
自
治
会
館
で
使
用
す
る
カ

ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
や
会
議
用
の
椅
子
な
ど

を
購
入
し
ま
し
た
。
同
自
治
会
は
新
し
く

整
備
さ
れ
た
自
治
会
館
備
品
を
使
用
し

て
、自
治
会
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

新しく塗り替えられた獅子舞の獅子頭

新たに購入した自治会館備品
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　平成19年3月に「行田市子ども読書活動推進計画」を策定し、よりよい読書環境を醸成していくことを目
指し、乳幼児や児童・生徒の読書活動の推進と、家庭、幼稚園・保育園、学校、図書館などをはじめとす
る関係行政機関、民間団体が一体となって、さまざまな取り組みを展開してきました。このたび5年間の
計画期間が経過することから、今後5年間の子ども読書活動を推進していくための指針として、新たに「子
ども読書活動推進計画(第2次)」を策定しました。
▶計画期間

平成26年度からおおむね5年間
※国、県の動向および社会状況の変化に応じて、見直しを検討します。

▶計画の目標
読書でキラリ・明るく元気な子どもたち
・すべての子どもたちに良い本を
・すべての子どもたちに読書の機会を
・すべての子どもたちに良い読書環境を

▶計画の概要

読書活動推進のための基本方針 今後の方向性と取り組み方策 実施主体

１ キラキラした瞳の子どもたちを育てます。
　（家庭・地域における読書活動）

①ブックスタート事業の推進
②親子のふれあい読書の推進
③保護者への情報提供
④家族デーの啓発

家庭

2 輝く元気な園児たちを育てます。
　（幼稚園・保育園などの読書活動）

①家庭での読書環境の醸成
②読み聞かせのスキルアップやボランティアの

育成
③子ども読書活動の意義啓発
④園文庫の充実・整備

幼稚園
保育園など

3
読書活動で明るく元気な児童・生徒を
育てます。
　（小学校・中学校の読書活動）

①読書習慣の形成
②ボランティアの協力体制の強化
③学校図書館の利用促進
④学校と家庭との連携
⑤司書教諭の配置の推進
⑥学校図書館の蔵書の充実
⑦学校図書館の情報化の推進

小学校
中学校
教育総務課
学校教育課

4
子どもの個性にあった読書活動を応援
します。
　（障がいのある子どもの読書活動）

①特殊絵本の充実
②録音図書や点字図書の作成
③貸出サービスのシステム検討
④読書活動の支援

図書館
ボランティア団体
福祉施設
特別支援学校など

5
図書館は個性豊かな子どもたちの読書
活動を応援します。
　（図書館における読書活動）

①図書館資料の整備・充実
②学校・学校図書館および他の機関との連携
③ボランティアの養成と活用
④啓発と広報の推進

図書館

6
地域社会全体で子どもたちの読書活動
を支援します。

（子どもが読書に親しむための推進体制）

①推進計画の遂行
②関係団体などとの連携・協力

図書館
関係団体など

行田市子ども読書活動推進計画（第2次）を策定しました

▶問い合わせ　図書館☎556―4227
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▶応募資格 利 根 川 付 近 に
住む20歳以上の方

▶任　　期 7月1日㈫～平成
28年6月30日㈭（2年間）

▶内　　容 日 常 生 活 の 範
囲内で知り得た利根川の
情報を河川管理者に連絡
する　

▶謝　　金 月額4,500円程度
▶応募方法 応 募 要 項 と 応

募用紙を国土交通省利根
川上流河川事務所川俣出
張所で直接受け取るか、
郵送してもらい、必要事
項 記 入 の 上、5月9日 ㈮
までに同所に持参してく
だ さ い。【持 参 】〒348―
0051 羽 生 市 本 川 俣840  
国土交通省利根川上流河
川事務所川俣出張所

▶問い合わせ 同出張所☎563
―1992

　市では、起業家の育成や空き店舗などの有効活用を通じて、市内商業の活性
化や就業機会の拡大を図ることを目的に、「起業家支援事業」を実施しています。
　この制度は、空き店舗などを賃借し、新たに事業を開始しようとする方を
対象に、家賃ならびに出店に当たっての改装費用の一部を助成するものです。
▶助成内容

　※特定建築物…空き蔵、古民家などの歴史的建造物
▶対　　象 次の要件を全て満たしている方

・市内で事業を起こそうとする方
※加盟店および既に事業を営んでいる方による事業拡張は対象外

・市内の空き店舗などを活用して店舗などを設置しようとする方
・市税を完納している方
・許認可などを必要とする業種の起業に当たっては、既に当該許認可などを

受けている方、または当該許認可などを受けることが確実と認められる方
▶そ の 他 年度途中でも予算に達し次第、受け付けを終了します。なお、

公の秩序または善良な風俗を害する恐れがある起業で、市が支援を行うこ
とが適当でないと認められる場合は対象となりません。

▶問い合わせ 商工観光課商工振興担当(内線383)

河川愛護モニター
を募集します
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縦
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縦
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縦
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土
地
ま
た
は
家
屋
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
方
は
、
縦
覧
帳
簿
で
市
内
の
土
地
ま

た
は
家
屋
の
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格
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
日
時　
4
月
1
日
㈫
～
6
月
2
日
㈪
（
土
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）【
月
～
金
曜
日
】
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
【
日
曜
日
】
午

前
8
時
30
分
～
正
午

▼
場
所　
税
務
課
資
産
税
担
当

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
4
月
1
日

か
ら
平
成
26
年
度
課
税
台
帳
を
閲
覧
し
、
所
有

す
る
固
定
資
産
の
課
税
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
借
地
お
よ
び
借
家
人
も
、
賃
借
権
な

ど
の
目
的
で
あ
る
固
定
資
産
に
限
っ
て
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、
賃
貸
借
契
約

書
な
ど
の
確
認
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
同
課
資
産
税
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
お
願
い　
縦
覧
お
よ
び
閲
覧
が
で
き
る
方
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
方

が
来
る
場
合
に
は
、
委
任
状
な
ど
も
併
せ
て

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
資
産
税
担
当
（
内
線

2
3
3
・
2
3
4
）

　

未
公
開
株
や
社
債
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
の
投
資

勧
誘
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
か
。
高
齢
者
を
中
心

に
、
悪
質
業
者
に
よ
る
詐
欺
的
な
投
資
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
不
審
に
思
っ
た
ら
、
迷
わ

ず
財
務
省
関
東
財
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
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同
局
証
券
監
督
第
1
課
☎

0
4
8
―
6
1
3
―
3
9
5
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生
活
環
境
の
美
化
を
図
る
た
め
、
市
内
全
地

区
の
方
を
対
象
に
市
内
一
斉
清
掃
（
ご
み
ゼ
ロ

運
動
）
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
み
は
地
区
ご
と
に
取
り
ま
と
め
の

上
、粗
大
ご
み
処
理
場
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
4
月
20
日
㈰
午
前
8
時
～
10
時
※
悪

天
候
の
場
合
は
4
月
27
日
㈰
に
延
期
し
ま

す
。
な
お
、
中
止
す
る
場
合
は
当
日
午
前
6

時
30
分
に
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
5

　

5 

6
―
9
5
3
0

縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
利
用
し
て

固
定
資
産
の
確
認
が
で
き
ま
す

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

危
な
い
投
資
勧
誘
！

ご
み
ゼ
ロ
運
動
を
実
施
し
ま
す

助成区分 条件など 交付率 助成限度額

空き店舗等
家賃助成

空き店舗などの賃借料
(消費税を除く)

※助成期間は36カ月
2分の1 月額50,000円

空き店舗等
改修費助成

空き店舗などの改修費
(消費税を除く)

※当初改修費のみ対象
2分の1

【100㎡以下の店舗など】
500,000円

【100㎡を超える店舗など】
1,000,000円

【特定建築物】
2,500,000円

空き店舗を活用した起業を応援します
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北彩タウン情報
加須市
第5回加須市民平和祭で全長100メートルのジャンボ
こいのぼり遊泳
▶日　　時 5月3日㈯※天候状態により、5月4日㈰

に順延することがあります。
【平和式典】午前10時
【メッセージこいのぼり掲揚】午前11時
【ジャンボこいのぼり遊泳】
（1回目)午前11時30分
（2回目）午後1時30分
※風速などによって遊泳時間が前後する場合があ

ります。
▶場　　所 利根川河川敷緑地公園（加須市大越2732

付近・埼玉大橋西側）
▶内　　容 全長100メートル、重さ330キログラ

ムの世界一大きい「ジャンボこいのぼり４世」が、
初めて加須の大空を泳ぎます。また、平和式典の
他、クラシックカーフェスタ、特産品の直売など
のイベントを行います。

▶問い合わせ 商業観光課☎0480―62―1111

羽生市
キヤッセ羽生ゴールデンウイークこどもまつり
▶日　　時 4月29日㈫、5月3日㈯・4日㈰・5日㈪

午前10時～午後4時
▶場　　所 キヤッセ羽生（羽生市三田ヶ谷1725）
▶内　　容 ムジナもんたちとの記念撮影、さかな

のつかみ取り、ふわふわトランポリンなど
▶問い合わせ キヤッセ羽生☎565―5255

でかけませんか　となりまちでかけませんか　となりまち

▶勤務期間 7月1日㈫から原則2年間
▶勤務日時 月～金曜日の午前8時30分

～午後5時15分
▶応募要件 平成26年7月１日現在で満

65歳未満の市内在住の方で、民間企業
などで管理職経験があり、シルバー人
材センター事業の推進に意欲がある方

▶募集人数 1人
▶待　　遇 同センターの規定による
▶選　　考 書類審査の上、5月中旬に

面接を予定
▶申し込み 履歴書、健康診断書、小論

文（応募動機または同センターの事業
推進についてのビジョン）を4月30日
㈬までに直接または郵送で同センター

【持参・郵送】〒361―0074 行田市旭
町13―24 （公社）シルバー人材セン
ター

▶問い合わせ 同センター☎556―5221

▶期　　間 8月8日㈮～11日㈪
▶内　　容 長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典への参加、長崎

市長表敬訪問、被爆地や被爆者への取材※取材記録や記事は
事務局へ提出　

▶対　　象 小学4年生～6年生とその保護者で、平和・原爆・
核兵器廃絶などに関心がある方　

▶募集人数 全国から18人（小学生1人とその保護者1人の9組）
▶参加費補助 長崎駅までの航空・鉄道往復運賃、主催者が用意

するホテルの宿泊費、取材補助経費（1組当たり10,000円）
▶応募方法 住所、参加者氏名（ふりがな）、性別、学年、参

加者の小学校名、電話番号（日中連絡可能なもの）、保護者
氏名（ふりがな）、性別、平和を願う一言メッセージを明記
の上、5月9日㈮（当日消印有効）までに、はがきまたはＥメー
ルで日本非核宣言自治体協議会事務局（長崎市平和推進課
内）※同協議会ホームページからＥメールでの応募も可【郵
送】〒852―8117 長崎市平野7―8 
日本非核宣言自治体協議会事務局

【Ｅ メ ー ル 】info@nucfreejapan.
com【ホームページ】http://www.
nucfreejapan.com

▶問い合わせ 同協議会事務局☎095―
844―9923

（公社）シルバー人材センター
常勤役員を募集します

親子記者事業参加者を募集します
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休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後5時

※医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りた

いとき
・行田市消防署　☎550―2123
・埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓

口につながります（携帯電話可）。
・相談時間　【月～土曜日】午後7時～翌日午前7時
　　　　　　【日曜日、祝日】午前9時～翌日午前7時

骨粗しょう症検診～あなたの骨は大丈夫～
　骨粗しょう症とは､ カルシウム不足により骨の量が
減少し､ 骨が折れやすくなる状態のことをいいます｡
早めに検診を受けて自分の骨量を確認し、骨を丈夫に
するためのきっかけづくりにしませんか。

　場　　所 保健センター
　検査方法 前腕のエックス線検査
　定　　員 【5月28日・30日】220人【5月29日】130人
 ※いずれも先着順
 ※30分ごとの時間予約制
　費　　用 500円(70歳以上、生活保護世帯、市民

税非課税世帯のいずれかに該当する方は
無料）
※市民税非課税世帯の方は、事前に保健

センターで手続きしてください。
　持 ち 物 健康手帳、生活保護受給者証(生活保護

世帯の方)
　申し込み 5月1日㈭から直接、電話、ＦＡＸのいず

れかの方法で同センター

子どもの健康
乳幼児健診
　健 診 名 4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他 転入されたお子さんで、前住所地で受診

していない方は保健センターにご連絡く
ださい。

乳幼児相談（要申し込み）
　日　　時 5月8日㈭午前9時30分～11時
　対　　象 小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　日　　時 5月8日㈭午前10時30分～11時30分（午前

10時15分から受け付け）
　対　　象 平成25年11月15日～12月14日生まれの

お子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
こころの相談(要申し込み)
　日　　時 4月23日㈬
 ※時間は申し込みの際にお知らせします。
　場　　所 保健センター
　対　　象 いつも不安、夜眠れない、生活のリズム

が乱れている、自分の性格や人間関係に
悩んでいる、飲酒量が多くやめられない
など、こころに悩みのある方

　そ の 他 随時、電話での相談も受け付けます。

小児慢性特定疾患医療給付の
継続申請の受け付けを開始します

　期　　間 5月9日㈮～6月13日㈮※土・日曜日を除く
　場　　所 加須保健所(加須市南町5―15)
　対　　象 現在受給者証をお持ちで、引き続き治療

が必要な20歳未満の方
　必要書類 申請書、医療意見書、生計中心者の所得

税関係証明書など
 ※お持ちの受給者証に記載の住所地を管

轄する保健所から、申請に必要な書類
が郵送されます。

　問い合わせ 同保健所☎0480―61―1216

期　　日 医療機関名 期　　日 医療機関名

 4 月20日㈰ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院  5 月 4 日㈰ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

 4 月27日㈰ 清幸会行田中央総合病院  5 月 5 日㈪ 清幸会行田中央総合病院

 4 月29日㈫ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院  5 月 6 日㈫ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

 5 月 3 日㈯ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院  5 月11日㈰ 清幸会行田中央総合病院

対　　象 検診日時
次の生年月日に該当する女性
昭和49年4月1日～昭和50年4月1日生まれ
昭和44年4月1日～昭和45年4月1日生まれ
昭和39年4月1日～昭和40年4月1日生まれ
昭和34年4月1日～昭和35年4月1日生まれ
昭和29年4月1日～昭和30年4月1日生まれ
昭和24年4月1日～昭和25年4月1日生まれ
昭和19年4月1日～昭和20年4月1日生まれ

5月28日㈬
午前9時～11時30分

5月29日㈭
午後1時30分～3時

上記生年月日以外の女性 5月30日㈮
午前9時～11時30分
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平成26年度個別予防接種
期　　間 4月1日～平成27年3月31日のうち随時(年

間を通じて接種可)
場　　所 ・市内委託医療機関(通知に同封)
 ・県内の市外委託医療機関(かかりつけ医

や里帰り先が市外にある方に限る)
費　　用　無料
種類および通知対象

※1 ヒブワクチンおよび小児用肺炎球菌予防接種について
は、接種開始年齢によって接種回数が変更になります
ので、説明書をお読みください。

※2 日本脳炎予防接種については、平成7年4月2日～平成
17年4月1日生まれの方で4回接種、または平成17年4
月2日～平成19年4月1日生まれの方で3回接種が終了
していない方は保健センターに問い合わせください。

※3 子宮頸がん予防ワクチンについては、現在、積極的勧
奨を差し控えています。予防接種を希望する方は、母
子健康手帳を持参の上、保健センターまでお越しくだ
さい。

注　　意　今年度対象者以外の方で、定期接種年齢内
(予防接種制度で決められている)の未接種
者は、早めに接種を済ませてください。予
診票のない方は母子健康手帳を持参の上、
保健センターまでお越しください。なお、
定期接種年齢を過ぎてしまうと、任意接種
(自費)になりますのでご注意ください。

種　別 接種回数 対　象 定期接種年齢

ヒブワクチン

1期初回
(3回)※1

平成26年2月2日～平成
27年2月1日生まれの方

2カ月～5歳未満
1期追加

(1回)※1
1期3回 目 接 種 後7カ 月
～13カ月

小児用肺炎球菌

1期初回
(3回)※1

平成26年2月2日～平成
27年2月1日生まれの方

2カ月～5歳未満
1期追加

(1回)※1
1期3回目接種後60日以
上空け、かつ1歳以上

四種混合(ジフテ
リア・百日ぜき・
破傷風・不活化
ポリオ)

1期初回
(3回)

平成26年1月2日～平成
27年1月1日生まれの方 3カ月～7歳6カ

月未満1期追加
(1回)

1期3回 接 種 後、6カ 月
以 上(標 準 は1年 か ら1
年6カ月の間)空ける

麻しん・風しん

1期
(1回)

平成25年4月2日～平成
26年4月1日生まれの方 1～2歳未満

2期
(1回)

平成20年4月2日～平成
21年4月1日生まれの方

年長児(就学前
の1年間)

二種混合(ジフ
テリア・破傷風)

2期
(1回)

平成15年4月2日～平成
16年4月1日生まれの方

11歳～13歳未
満

日本脳炎※2

1期初回
(2回)

平成23年4月2日～平成
24年4月1日生まれの方 3歳～7歳6カ月

未満1期追加
(1回)

1期2回目接種後おおよ
そ1年空ける

2期
(1回)

平成17年4月2日～平成
18年4月1日生まれの方 9歳～13歳未満

子宮頸がん予防
ワクチン※3 3回 平成13年4月2日～平成

14年4月1日生まれの方

小学6年生相当
女子（希望者）
中学1年生相当
～高校1年生相
当女子

　 65歳以上で要介護（要支援）認定を受けていない
方へ、「基本チェックリスト」を送付します。ご記入
の上、返送をお願いします。

「基本チェックリスト」とは
　簡単な質問(25項目)に答えることにより、運動・
口
こ う

腔
く う

・栄養・認知機能などの元気度をチェックす
るための質問票です。基本チェックリストの判定
結果で介護予防の必要性があると判定された場合
は、介護予防教室の案内を郵送します。

　「できるだけ今の生活を続けたい」「趣味を楽しみ
たい」という望みや目標に向けて、運動や食事の改
善に積極的に取り組むことが大切です。元気で好
きなことを長く続けられるように、今から介護予
防を始めましょう。
▶問い合わせ　高齢者福祉課地域支援担当(内線278)

　「いじめを受けていて
つらい」と感じていた
ら、すぐに行田市いじ
めそうだんホットライ
ンをご利用ください。

行田市いじめそうだん
ホットライン
▶電話相談 0120―2

つ

7
な

9
ぐ

―8
は

7
な

4
し

▶利用時間 午前8時30分～午後6時（土・日曜日、
祝日を除く）

▶メール相談 y
ゆ う き

uuki@city.gyoda.lg.jp
▶対　　象 小・中学生およびその保護者など
▶問い合わせ 教育研修センター☎556―6458

基本チェックリストの
返送をお願いします

ひとりでかかえこまないで
行田市いじめそうだんホットライン開設中

　基本チェックリストの流れ　
4月中旬に基本チェックリスト
（薄いオレンジ色の紙）が届く

　➡　
基本チェックリストに記入する

　➡　
5月15日㈭までに、同封の返信用封筒に入れ、

切手を貼らずポストに投函
　➡　

6月中旬ごろ、判定結果と介護予防教室の案内が届く
　➡　

教室へ参加
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（4月15日～5月14日）各 種 相 談

放射線量測定値
参考値

3月19日㈬　・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
午前9時(晴れ)0.05マイクロシーベルト　午後3時(曇り)0.06マイクロシーベルト

ご応募ください自分のスキルアップに

▶応募資格　県内在住で20歳以上の方
▶募集人数　 100人※選考で決定　
▶任　　期　 6月～平成27年3月　
▶内　　容　食品販売店で日常の買い物をしなが

ら、食品表示の有無などを確認し、定
期的に報告する（年間20店舗程度）　

▶研　　修　 6月12日㈭（熊谷市）または13日㈮（さ
いたま市）の午後、指定する会場で研
修予定　

▶謝　　金　報告に応じて年間6,000円　
▶応募方法　住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、

職業、応募理由（100字程度）を明記の
 上、4月21日㈪（必着）までに、はがき、
 ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかの方法で

提出してください。【はがき】〒330―
9301 さいたま市浦和区高砂3―15―
1 埼玉県農林部農産物安全課総務・
JAS法担当【FAX】048―830―4832【Ｅ
メール】a4070-06@pref.saitama.lg.jp

▶選考結果通知　 5月末に予定
▶問い合わせ 同 課 総 務・JAS法 担 当 ☎048―830―

4110

いずれの検定も
▶場　　所 商工センター　
▶そ の 他 詳細は行田商工会議所ホームページ

(http://www.gyoda-cci.or.jp)を参照
▶問い合わせ 同会議所☎556―4111

日本商工会議所の検定

東京商工会議所の検定

検定名 期日 受講料 申し込み

第137回
簿記検定 6月8日㈰

【1級】 7,710円
【2級】 4,630円
【3級】 2,570円
【4級】 1,640円

4月16日㈬～5月9
日㈮に直接行田商
工会議所、または指
定の書店

第201回
珠算検定 6月22日㈰

【1級】 2,100円
【2級】 1,570円
【3級】 1,360円
【4級】 940円

5月7日㈬～22日㈭
に直接行田商工会
議所

検定名 期日 受講料 申し込み
第36回カ
ラーコー
ディネー
ター検定

6月15日㈰【2級】 7,340円
【3級】 5,250円

東京商工会議所ホー
ムページ(http://www.
kentei.org/)から申請
または電話で東京
商工会議所☎03―
3989―0777
※土・日曜日、祝日

を除く午前10時
～午後6時

第35回
ビジネス
実務法務
検定

6月29日㈰【2級】6,480円
【3級】4,320円

埼玉県食品表示調査員を募集します行田商工会議所では検定試験を実施しています

相　　談 場　　所 期　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

4月22日㈫、5月8日㈭※次回5月27日
㈫の予約は5月1日㈭、6月12日㈭の予
約は6月2日㈪から

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 4月21日㈪ 午後1時30分～3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時30分

相続、遺言、
離婚、日常生活

の困り事
VIVAぎょうだ 5月14日㈬※予約制 午後1時～5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会

埼北支部
☎554―2702

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日
※土曜日は市内在住の方を対象に電

話相談も受け付けます
午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週火・金曜日(祝日を除く） 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 きっずプラザ
あおい 5月14日㈬ 午後1時30分～3時30分 人権推進課

（内線221）

税務
（予約制）

関東信越税理士会
行田支部

（市役所前）

毎週水曜日（祝日を除く）
※予約受け付けは毎週月・水・金曜日

（祝日を除く）の午前10時30分～午
後3時30分

午後1時～4時
関東信越税理士会

行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 5月4日㈰ 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 4月15日㈫・22日㈫、5月13日㈫ 午後5時15分～7時
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▶日　　時 5月10日㈯午後2時
▶内　　容 絵本や紙芝居など
▶対　　象 幼児・小学生
▶主　　催 おはなしポケット

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時 4月19日㈯午後2時
▶場　　所 映像ホール
▶題　　名 グリム名作劇場 6人のごうけつ他 計49分
▶定　　員 80人（先着順）
▶入 場 料 無料

▶日　　時 4月29日㈫午後2時
▶場　　所 映像ホール
▶題　　名 ハードル（84分）
▶内　　容 いじめという悲しみを乗り越えて成長す

る子供たちを描いた感動作
▶定　　員 80人（先着順）
▶入 場 料 無料

▶日　　時 5月11日㈰午前11時
▶場　　所 おはなしのへや
▶対　　象 英語に興味がある方
▶主　　催 行田ロータリークラブ

▶日　　時 5月14日㈬午後2時
▶場　　所 図書館ミーティングルーム
▶内　　容 詩やエッセイなどの朗読
▶主　　催 おしゃべりインコの会

　 4カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日　　時 5月13日㈫午後1時受付開始
▶持 ち 物 母子健康手帳

・忍城史跡碑めぐり(行田歴史観光研究会/編著)
・親の家を片づける実践ハンドブック(主婦の友社／編)
・春、戻る(瀬尾まいこ／著)
・あみだだだ(谷川俊太郎／文、元永定正／絵、中辻悦

子／構成)
・はこぶ(鎌田歩／作・絵)
・えをかくかくかく(エリック・カール/作、アーサー・

ビナード/訳)

　昭和34年に始まった「こどもの読書週間」。図書館で
は、子供たちが素晴らしい本に出会えるようにさまざ
まな本の展示をしています。

　絵本は子供たちに愛情を伝え、生きる力を育みます。
パパ・ママ同士、赤ちゃん同士で触れ合うよい機会に
もなりますので、ぜひご参加ください。
▶日　　時 4月23日㈬、5月8日㈭
 いずれも午前10時30分～11時45分
▶場　　所 中央公民館レクリエーション室(「みらい」

内)
▶内　　容 ・絵本の読み聞かせ、歌遊び、わらべ歌

などを親子一緒に楽しむ
 ・絵本の選び方や与え方について学ぶ
 ・子育ての不安や疑問など講師を交えて

グループトークを行う
▶講　　師 島田ユミ子さん、小出厚子さん、平井直

美さん(いずれも埼玉県家庭教育アドバイ
ザー )

▶対　　象 乳幼児と保護者
▶定　　員 15組程度
▶参 加 費 無料
▶そ の 他 連続参加はもちろん、好きな日だけでも

参加できます。事前に図書館に申し込み
ください。

▶日　　時 4月16日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容 絵本、パネルシアターなど
▶対　　象 2、3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 4月26日㈯午前11時
▶内　　容 絵本や手遊びなど
▶対　　象 幼児
▶主　　催 おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 5月3日㈯午後2時
▶内　　容 絵本や紙芝居など
▶対　　象 幼児・小学生
▶主　　催 おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

おはなし会

新 着 図 書

午前9時30分～午後7時
4月 1 日㈫・ 7 日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪・
30日㈬、5月 7 日㈬・12日㈪

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

英語児童書読み聞かせ会

こどもの読書週間　4月23日㈬～5月12日㈪

うたって、あそんでわくわく 親子の絵本講座

ブックスタート

読み語りの会

移動図書館巡回日程

定例子ども映画会

「図書館記念日」特別映画会

※変更となる場合もあります

太田西小  5 月 8 日㈭

太田東小  5 月 9 日㈮

北河原小  5 月13日㈫

星 宮 小  5 月14日㈬

埼 玉 小  4 月15日㈫

須 加 小  4 月22日㈫

北 小  4 月23日㈬

泉 小  5 月 1 日㈭
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生産者との交流で給食がもっとおいしく

　3月12日、下忍小学校で学校給食交流会が行われま
した。
　行田市地産地消推進協議会が主催するこの事業は、
地場農産物を使用した学校給食を生産者と交流しなが
ら食べることで、児童や保護者に地域農業について興
味を持ってもらうために毎年行われています。使われて
いる農産物について、生産者に教えてもらいながら給
食をほおばった児童らは「楽しかった」「給食がもっと好き
になった」とにっこり。普段とは一味違う給食に、大満足
の様子でした。

Gyoda City Photo Studio
2014

写真館

写真館

国際交流への意識を高めて

　2月28日、ＶＩＶＡぎょうだで「国際交流フェスティバル～世
界の料理とダンス交流会～」が開催されました。
　料理交流会では日本やアメリカなど5カ国10種類の料理が
並び、参加者は各国自慢の料理を味わいました。また、ＮＰＯ
法人グローバル交流協会理事長の細谷美恵子さんを招き「市
内でできる国際交流について」の講演の他、タヒチアンダン
スの鑑賞・体験も行われるなど、会場の雰囲気は終始活気に
満ちあふれていました。食べて、学んで、踊って、充実した
時間を過ごした参加者は、国際交流への意識をさらに高める
ことができたようです。

大きくなって戻ってきてね

　2月20日、利根大堰で（独）水資源機構利根導水総合
事業所が主催する「サケの稚魚の放流」が行われました。
　今年は、太田西小学校5年生の児童31人が参加。学校
や自宅で育てたサケの稚魚約2,000匹を放流した児童た
ちは、「大きくなって戻ってきてね」「元気でね」と話し掛
け、別れを惜しんでいる様子でした。今回放流したサケ
は4、5年で戻ってくるそうです。児童たちは、大きく育っ
たサケに会えることを今から楽しみにしていました。

ご当地ヒーローやご当地キャラクターが大集合

　2月23日、産業文化会館ホールで「でくのぼうフェスティバル
2014」が行われました。
　このイベントは、忍城おもてなし甲冑隊が「第1回埼玉県おも
てなし大賞特別賞」を受賞したことを記念して開催されたもので
す。サイセイバー、さいたぁまん、テレ玉くん、こぜにちゃん、
フラべぇ、うきしろちゃんといったご当地ヒーローやご当地キャラ
クターが集結し、甲冑隊と共にステージ上でさまざまなパフォー
マンスを繰り広げると、子供たちは大喜び。さらに特別ゲストと
して登場した「よしもと剣喜劇」は、コミカルな動きとユーモアあ
ふれる演技で、会場中の笑いを誘っていました。

こだわりの品が並ぶ、心温まる空間

　3月8日・9日、牧禎舎で「アーツ＆クラフツinぎょうだ」が
開催されました。
　今年で3回目の開催となったこのイベントでは、伝統工芸
品やアクセサリー、飲食物など29のブースが並んだ他、コ
ンサートも行われ、両日とも会場は大いに盛り上がりました。
来場者はお気に入りの一品を購入したり、制作者との交流を
楽しんだりと充実した時間を過ごしました。また、牧禎舎は
3月にアーティストシェアハウスとして生まれ変わり、芸術の
発信拠点として、活動の幅が広がることが期待されます。

消防署南分署に最新式のポンプ車が配備

　2月20日、消防署南分署に水槽付消防ポンプ自動車が
引き渡されました。
　工藤市長からメモリアルキーが手渡された後、消防職
員による機器の機能説明が行われました。このポンプ車に
は、従来よりも少ない水で消火できる「キャフス（圧縮空
気泡消火装置）」など最新の設備が搭載されています。火
災や災害が起こったときでも、このポンプ車が私たちの心
強い味方になってくれることでしょう。

盛り上がった「行田あきんど市」

　3月9日、行田八幡神社および八幡町通りで「第1回行田あ
きんど市」が開催されました。
　この催しは、行田の商店街を盛り上げようと、地元の若手
商店主などで組織するＮＰＯ法人行田観光物産会（戸塚昌利
代表理事）が中心となって行われたもの。ステージイベント
やＢ級グルメの販売などが行われた他、市内外から参加した
ゆるキャラが会場を盛り上げていました。また、特別ゲスト
として、小説「のぼうの城」の作者である和田竜さんが参加。
「のぼうの城」ゆかりの場所を和田さんと一緒に歩くツアーや
トークショーが行われました。
　グルメを堪能したり、多彩なステージイベントを楽しんだ
りと、来場者誰もがこの催しを満喫していました。
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2014」が行われました。
　このイベントは、忍城おもてなし甲冑隊が「第1回埼玉県おも
てなし大賞特別賞」を受賞したことを記念して開催されたもので
す。サイセイバー、さいたぁまん、テレ玉くん、こぜにちゃん、
フラべぇ、うきしろちゃんといったご当地ヒーローやご当地キャラ
クターが集結し、甲冑隊と共にステージ上でさまざまなパフォー
マンスを繰り広げると、子供たちは大喜び。さらに特別ゲストと
して登場した「よしもと剣喜劇」は、コミカルな動きとユーモアあ
ふれる演技で、会場中の笑いを誘っていました。

こだわりの品が並ぶ、心温まる空間

　3月8日・9日、牧禎舎で「アーツ＆クラフツinぎょうだ」が
開催されました。
　今年で3回目の開催となったこのイベントでは、伝統工芸
品やアクセサリー、飲食物など29のブースが並んだ他、コ
ンサートも行われ、両日とも会場は大いに盛り上がりました。
来場者はお気に入りの一品を購入したり、制作者との交流を
楽しんだりと充実した時間を過ごしました。また、牧禎舎は
3月にアーティストシェアハウスとして生まれ変わり、芸術の
発信拠点として、活動の幅が広がることが期待されます。

消防署南分署に最新式のポンプ車が配備

　2月20日、消防署南分署に水槽付消防ポンプ自動車が
引き渡されました。
　工藤市長からメモリアルキーが手渡された後、消防職
員による機器の機能説明が行われました。このポンプ車に
は、従来よりも少ない水で消火できる「キャフス（圧縮空
気泡消火装置）」など最新の設備が搭載されています。火
災や災害が起こったときでも、このポンプ車が私たちの心
強い味方になってくれることでしょう。

盛り上がった「行田あきんど市」

　3月9日、行田八幡神社および八幡町通りで「第1回行田あ
きんど市」が開催されました。
　この催しは、行田の商店街を盛り上げようと、地元の若手
商店主などで組織するＮＰＯ法人行田観光物産会（戸塚昌利
代表理事）が中心となって行われたもの。ステージイベント
やＢ級グルメの販売などが行われた他、市内外から参加した
ゆるキャラが会場を盛り上げていました。また、特別ゲスト
として、小説「のぼうの城」の作者である和田竜さんが参加。
「のぼうの城」ゆかりの場所を和田さんと一緒に歩くツアーや
トークショーが行われました。
　グルメを堪能したり、多彩なステージイベントを楽しんだ
りと、来場者誰もがこの催しを満喫していました。
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棚
田
町	

春
田
　
枕
流

雪
降
り
て
墨
絵
と
な
り
ぬ
夜
半
の
窓

	

長
野	

野
中
せ
き
子

ち
ぎ
り
絵
の
糊
の
つ
め
た
き
春
燈と

も
し

	

佐
間	

須
永
　
節
子

ス
コ
ッ
プ
に
亡
夫
の
文
字
あ
り
雪
を
か
く

	

斉
条	

小
林
　
英
与

寒
明
け
や
少
し
長
め
の
散
歩
道

	

旭
町	

大
川
　
和
子

蹲
の
氷
松
葉
を
抱
き
よ
せ

	

城
南	

橋
本
千
枝
子

如き
さ
ら
ぎ月
や
夫
の
思
い
出
と
め
ど
な
く

	

持
田	

伊
藤
　
洋
子

幼
な
子
の
足
に
ま
つ
わ
る
霜
柱

	

藤
原
町	

上
原
ミ
サ
子

庭
先
に
四
季
の
訪
れ
下
垂
梅

	

長
野	

篠
崎
　
礼
子

初
雪
が
悲
し
い
記
憶
覆
う
朝

	
下
忍	

阿
部
　
義
之

春
で
す
ね
滝
廉
太
郎
の
曲
の
花

	

忍	

飯
島
　
素
子

癒
え
し
身
を
凜
と
し
願
う
初
参
り

	

富
士
見
町	

森
　
　
節
子

ひ
な
か
ざ
り
孫
の
部
屋
を
ば
占
領
す

	

清
水
町	

柳
沢
　
紀
子

春
近
し
雨
音
ま
で
も
リ
ズ
ム
取
り

	

持
田	

田
子
　
敏
枝

傍
ら
に
雪
積
む
様
の
ぎ
こ
ち
な
く

	

城
南	

町
田
　
達
男

か
れ
枝
に
肩
を
よ
せ
合
ふ
小
鳥
か
な

	

持
田	

小
倉
　
繁
三

カ
ー
ポ
ー
ト
予
期
せ
ぬ
雪
に
崩
れ
お
り

	

前
谷	

町
田
　
貞
子

雪
だ
る
ま
愛
犬
肩
に
苦
笑
い

	

持
田	

大
庭
　
光
扇

玄
関
は
春
の
香か

あ
ふ
る
鉢
の
梅

	

城
西	

西
田
吉
之
助

陽
は
落
ち
て
雪
溶
け
の
音
刻
み
け
り

	

荒
木	

国
島
　
初
江

大
雪
や
親
子
で
つ
く
る
雪
だ
る
ま

	

　
　（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

夢
は
甲
子
園

　
そ
し
て
、そ
の
先
の
ス
テ
ッ
プ
へ

五い

十そ

幡ば
た

　
亮
汰
さ
ん
（
15
歳
・
長
野
）

　

全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で
、
1
0
0

メ
ー
ト
ル
・
2
0
0
メ
ー
ト
ル
を
制
し
、
二
冠
を
達
成
。

野
球
で
も
15
歳
以
下
の
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
、
一
番
バ

ッ
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
五
十
幡
亮
汰
さ
ん
。
中
学
時
代

「
陸
上
と
野
球
の
二
刀
流
選
手
」
と
し
て
注
目
を
集
め
た

若
き
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
こ
の
春
、
甲
子
園
出
場
経
験
が
あ

る
野
球
の
強
豪
校
に
入
学
し
、
野
球
一
本
で
勝
負
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

五
十
幡
さ
ん
は
、
小
学
1
年
生
の
と
き
に
地
元
の
少
年

野
球
チ
ー
ム
「
行
田
東
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
に
入
団
し
ま
し

た
。「
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
よ
う
な
走
・
攻
・
守
、
三
拍
子

そ
ろ
っ
た
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た
い
」
そ
ん
な
夢
を
抱

き
な
が
ら
、
夢
中
に
な
っ
て
白
球
を
追
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
6
年
生
に
な
る
と
投
手
と
遊
撃
手
を
兼
任
し
、
チ
ー

ム
を
け
ん
引
す
る
存
在
に
。
さ
ら
に
は
、
年
末
に
開
催
さ

れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｂ
12
球
団
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
東
京
ヤ

ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
6
期
生
と
し
て
、

野
球
の
技
術
を
磨
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
卒
業
後
、
東
京
神
宮
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
に
入
団
し

た
五
十
幡
さ
ん
。
監
督
か
ら
「
高
校
で
活
躍
で
き
る
選
手

に
育
て
て
あ
げ
る
か
ら
頑
張
れ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

心
に
響
い
た
そ
う
で
す
。
シ
ニ
ア
で
は
、
50
メ
ー
ト
ル

を
5
秒
7
で
走
り
抜
け
る
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
と
肩
の

強
さ
を
生
か
す
た
め
、
中
堅
手
に
転
向
。
課
題
だ
っ
た

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
素
振
り
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

の
日
々
の
努
力
で
、
力
強
い
打
球
を
飛
ば
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
2
年
生
の
と
き
に
は
ス
タ
ー

テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
に
名
を
連
ね
、「
俊
足
、
巧
打
の
1

番
打
者
」
と
し
て
相
手
チ
ー
ム
か
ら
警
戒
さ
れ
る
選
手

へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
「
全
日
本
中
学
野
球
選
手
権
大
会
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
カ

ッ
プ
」
に
2
年
連
続
出
場
し
た
五
十
幡
さ
ん
は
、
2

年
生
の
と
き
に
準
優
勝
、
3
年
生
の
と
き
に
は
第
3
位

と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
3
年
生
で
出

場
し
た
同
大
会
の
準
々
決
勝
で
は
、
同
点
打
と
サ
ヨ
ナ

ラ
打
を
放
ち
、
ベ
ス
ト
4
進
出
の
立
役
者
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
勝
負
強
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
高
く
評

価
さ
れ
、
昨
年
11
月
に
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
「
U
15

ア
ジ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ
チ
2
0
1
3
」
の
日
本
代
表

に
選
出
。「
選
ば
れ
た
か
ら
に
は
絶
対
に
結
果
を
残
す
」

五
十
幡
さ
ん
は
、
韓
国
、
台
湾
、
松
山
市
選
抜
の
代
表

チ
ー
ム
を
相
手
に
、
1
番
・
中
堅
手
と
し
て
全
試
合
に

出
場
し
、堅
実
な
守
備
と
5
割
を
超
え
る
打
率
を
残
し
、

代
表
チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
し
た
の
で
す
。

　

高
校
に
進
学
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
五
十

幡
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
し
て

甲
子
園
で
活
躍
し
た
い
で
す
」
と
目
標
を
語
り
ま
す
。

さ
あ
、
憧
れ
の
舞
台
へ
。
機
動
力
抜
群
の
五
十
幡
選
手

が
、
高
校
野
球
フ
ァ
ン
の
心
を
わ
し
づ
か
み
す
る
日
は

す
ぐ
そ
こ
で
す
。

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書

　で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句
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松
本
　
琉り
ゅ
う

汰た

ち
ゃ
ん
（
下
須
戸
）

平
成
25
年
4
月
7
日
生
ま
れ

●父 

佳
之
さ
ん
●母 

美
恵
さ
ん

「
笑
顔
が
か
わ
い
い

　
　
　
　
　
甘
え
ん
坊
♡
」

柴
嵜
　
春は
る

斗と

ち
ゃ
ん
（
埼
玉
）

平
成
25
年
4
月
2
日
生
ま
れ

●父 

祐
次
さ
ん
●母 
智
恵
子
さ
ん

「
お
姉
ち
ゃ
ん
と

　
　
　
　
　
大
の
仲
良
し
♡
」

森
田
　
湧ゆ
う

心し
ん

ち
ゃ
ん
（
栄
町
）

平
成
25
年
4
月
16
日
生
ま
れ

●父 

貴
文
さ
ん
●母 

靖
子
さ
ん

「
元
気
い
っ
ぱ
い

　
　
未
来
へ
羽
ば
た
け
！
」

小
池
　
真ま

愛い

ち
ゃ
ん
（
本
丸
）

平
成
25
年
4
月
17
日
生
ま
れ

●父 

秀
幸
さ
ん
●母 

恵
子
さ
ん

「
家
族
み
ん
な
の
宝
物
♡
」

柴
田
　
結ゆ

衣い

ち
ゃ
ん
（
佐
間
）

平
成
25
年
4
月
9
日
生
ま
れ

●父 

洋
樹
さ
ん
●母 

由
香
利
さ
ん

「
優
し
く
元
気
に
育
っ
て
ね
」

堀
部
　
ら
ら
ち
ゃ
ん
（
持
田
）

平
成
25
年
4
月
6
日
生
ま
れ

●父 

篤
史
さ
ん
●母 

美
奈
さ
ん

「
☆
堀
部
家
の
宝
物
☆
」

　

文
化
2
年
（
1
8
0
5
）、
近お

う
み江

（
滋
賀
県
）
出
身
の
横
田
庄
右
衛
門

に
よ
り
創
業
し
た
横
田
酒
造
株
式
会

社
。「
売
り
手
良
し
、
買
い
手
良
し
、

世
間
良
し
」
と
い
う
近
江
商
人
の

「
三
方
良
し
」
の
精
神
を
貫
き
、
2
0
9

年
も
の
間
安
定
し
た
味
と
品
質
の
清

酒
（
日
本
酒
）
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

清
酒
は
、
精
米
か
ら
蒸
米
や
麹こ

う
じ

、

酒し
ゅ

母ぼ

を
造
り
、
そ
れ
ら
を
三
回
に
分

け
て
仕
込
ん
だ
「
も
ろ
み
」
を
発
酵

さ
せ
る
と
い
っ
た
複
雑
な
工
程
を
経

て
造
ら
れ
ま
す
。
同
社
で
は
、
3
代

に
渡
り
岩
手
県
の
高
橋
家
か
ら
南
部

杜と
う

氏じ

を
招
き
、
長
年
培
わ
れ
た
技
術

や
知
恵
を
駆
使
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず

醸
造
し
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
重

要
と
な
る
の
が
温
度
管
理
。
特
に
気

を
つ
け
て
い
る
の
が
発
酵
段
階
で
、

も
ろ
み
が
入
っ
た
タ
ン
ク
に
電
気
毛

布
を
巻
い
た
り
、
氷
で
冷
や
し
た
り

す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
よ
う
に
か
わ

い
が
っ
て
育
て
る
そ
う
で
す
。
こ
う

し
て
約
50
日
間
、
手
間
と
愛
情
を
掛

け
、
清
酒
が
誕
生
す
る
の
で
す
。

　

同
社
は
、
酒
の
味
を
決
め
る
大
き

な
要
素
で
あ
る
「
米
と
水
」
に
も
徹

底
し
た
こ
だ
わ
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。
米
は
兵
庫
県
の
「
山
田
錦
」
な

ど
酒
作
り
に
適
し
た
も
の
を
玄
米
の

ま
ま
取
り
寄
せ
、
自
家
精
米
し
て
い

ま
す
。
毎
年
微
妙
に
異
な
る
米
の
質

や
状
態
を
玄
米
の
段
階
か
ら
把
握
す

る
こ
と
で
、
素
材
の
味
を
存
分
に
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
さ

ら
に
、
水
は
敷
地
内
の
井
戸
か
ら
く

み
上
げ
た
荒
川
の
伏
流
水
を
使
用
。

「
原
材
料
に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
、
お

い
し
い
酒
を
造
る
た
め
の
秘ひ

訣け
つ

で

す
」
と
横
田
保
良
社
長
は
語
り
ま
す
。

　

銘
酒
「
日
本
橋
」
で
全
国
新
酒
鑑

評
会
に
過
去
23
回
入
賞
し
、
通
算
18

回
金
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
数
々
の

専
門
家
を
う
な
ら
せ
て
き
た
同
社
。

ま
た
、
清
酒
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
、
成
田
空
港
や
百
貨
店
な
ど

で
の
試
飲
販
売
や
酒
蔵
見
学
の
受
け

入
れ
も
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
、
歴
史
と
風
土
が

醸
し
出
す
芳ほ

う

醇じ
ゅ
ん

な
味
を
受
け
継
い
で

い
き
た
い
」
と
横
田
社
長
は
酒
造
り

の
思
い
を
熱
く
語
り
ま
す
。
行
田
を

代
表
す
る
老
舗
酒
造
と
し
て
、
誰
も

が
満
足
す
る
銘
酒
を
世
に
送
り
出
し

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

横田酒造株式会社 こだわりの材料と製法で、安定
した味と品質を提供して209年

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。特色ある業務を行っている会社の情報を
広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

　　 会 社 プロフィー ル　　

代表取締役　横田　保良

事業内容
清酒・リキュールの製造・販売

ぎょうだの会社をぎょうだの会社を

○4月1日㈫～30日㈬に電話ま
たはEメールで広報広聴課広
報広聴担当（内線318）
※応募要領は市ホームページ
をご覧ください。

○応募者多数の場合は、5月2日
㈮午前11時から市役所２０３
会議室で公開抽選を行います。

平成25年 6月生まれの
お子さんを募集します

応募待ってるよ!

平成 25年
4月生まれの
おともだち
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広告掲載の問い合わせは、有限会社今津印刷所へ☎554─2245

広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
5
月
4
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
8
時　

▼
場
所　
さ
き
た
ま
古

墳
公
園　

▼
内
容　
採
火
行
列
、
輦れ

ん

台だ
い

行
列
、
古
代
住
居
へ
の
点
火
、
御

神
火
降
り
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
（
打
ち

上
げ
花
火
）
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
物
産
展
、
そ
の
他
催
し
物
（
火

祭
り
会
場
）　

▼
無
料
バ
ス
の
運
行　

J
R
北
鴻
巣
駅
～
む
さ
し
の
ホ
ー
ル

湯
本
、
古
代
蓮
の
里
～
古
墳
公
園
南

入
口　

▼
臨
時
市
内
循
環
バ
ス　
む

さ
し
の
ホ
ー
ル
湯
本
～
J
R
行
田

駅
（
午
後
8
時
40
分
最
終
便
）　

▼

問　

さ
き
た
ま
火
祭
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
埼
玉
公
民
館
内
）
☎

5
5
9
―
0
0
4
7

▼
日
時　
5
月
25
日
㈰
午
後
1
時
～

5
時　

▼
場
所　
「
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
」
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

▼

バ
ン
ド　
ワ
ン
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド　

▼

参
加
費　
1
千
円　

▼
主
催　
行
田

市
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
連
盟　

▼
後
援　

埼
玉
県
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
、
行

田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
体
育
協

会　

▼
申
・
問　
島
崎
☎
5
5
4
―

3
6
7
3

▼
日
時　

4
月
20
日
㈰
午
後
1
時

開
演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

箏
、
三
絃
、

十
七
絃
、
尺
八
の
演
奏　

▼
入
場
無

料　

▼
主
催　

箏
愛
好
会
な
ご
み

（
生
田
流
宮
城
会
）　

▼
後
援　
行
田

市
教
育
委
員
会　

▼
問　

廣
世
☎

5
5
4
―
5
8
4
3

▼
日
時　

4
月
20
日
㈰
午
前
10
時　

▼
集
合
場
所　
馬
見
塚
第
2
集
会
所

（
西
善
院
）　

▼
そ
の
他　
長
靴
な
ど

を
履
き
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
問　
星
川
の

自
然
と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会
事
務

局
江
袋
☎
5
5
7
―
0
0
6
1

▼
日
時　
4
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰
午

前
9
時
～
午
後
4
時
30
分
（
25
日
は

午
前
11
時
か
ら
、
27
日
は
午
後
4
時

ま
で
）　

▼
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
入
場
無
料　

▼
問　
行
田
山
草
会
新
島
☎
5
5
6

―
1
5
8
0

第
29
回
さ
き
た
ま
火
祭
り

箏
曲
演
奏
会

キ
タ
ミ
ソ
ウ
の
観
察
・

星
川
の
清
掃
活
動

春
の
山
草
展

イ
ベ
ン
ト

第
26
回
春
の
舞
踏
大
会

▶題　「本」※「ぼん」、「ぽん」、「もと」などのように読んで
もよく、「本」の文字が詠み込まれていれば差し支えな
い。さらに、本を表す内容であれば、「本」の文字がない
場合でも差し支えない。

▶詠進要領
①題を詠み込んだ自作の短歌で1人1首とし、未発表の

ものに限る。
②書式は、半紙（習字用）を横長に用い、右半分に題と

短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番号、氏名（本名、
ふりがな）、生年月日、性別、職業（なるべく具体的
に）を縦書きで記入（無職の場合は、「無職」と書き、以
前に職業に就いたことがある場合は、なるべく元の
職業を書くこと。なお、主婦の場合は、「主婦」と書い
てもよい）。

③用紙は半紙とし、毛筆で自書すること。ただし、海
外から詠進する場合は、用紙は随意（半紙サイズ
24cm×33cmの横長）とし、毛筆でなくてもよい。

④病気または身体障害のため、毛筆で自書することが
できない場合は次のようにできる。
・代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所と

氏名を別紙に書いて、詠進歌に添えること。

・本人がワープロやパソコンなどを使用して印字す
る。この場合、これらの機器を使用した理由を別
紙に書いて詠進歌に添えること。

・視覚障害の方は、点字で詠進してもよい。
▶注意事項 次の場合は失格となる。

・題を詠み込んでいない場合
・短歌の定型でない場合
・用紙が縦長の場合
・1人で2首以上詠進した場合
・毛筆でない場合
・既に発表された短歌と同一または著しく類似した短

歌である場合
・歌会始の行われる以前に、新聞、雑誌、その他の出

版物、年賀状などで発表した場合
・④に記した代筆の理由書を添えた場合を除き、同筆

と認められる場合
・住所、電話番号、氏名、生年月日、性別、職業を書

いてない場合や、その他詠進要領によらない場合
▶応募期間 9月30日㈫まで（当日消印有効）
▶申し込み 〒100―8111 宮内庁（封筒に「詠進歌」と書

き添える）
▶問い合わせ 郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切

手を貼った封筒を添えて9月20日㈯までに宮内庁式部
職へ郵送、または宮内庁ホームページ（http://www.
kunaicho.go.jp）を参照。

平成27年歌会始の詠
え い

進
し ん

歌
か

302014. 4 　市報 ぎょうだ



広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
4
月
17
日
㈭
午
後
2
時
～

8
時　

▼
場
所　
公
園
通
り
（
市
役

所
前
～
水
城
公
園
）　

▼
内
容　
春

の
植
木
市
、
さ
さ
ら
獅
子
舞
、
新
・

行
田
音
頭
の
披
露
な
ど　

▼
問　
行

田
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
・

内
線
３
８
２
）

▼
期
日　
5
月
10
日
㈯
※
雨
天
決
行　

▼
集
合
場
所　
市
内
循
環
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
駐
車
場　

▼
内
容　
群
馬
県

上
野
村
で
2
～
3
時
間
程
度
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
※
コ
ー
ス
の
詳

細
や
持
ち
物
な
ど
の
注
意
事
項
は
、

参
加
申
込
時
に
説
明
す
る　

▼
対

象　
市
内
在
住
・
在
勤
で
小
学
生
以

上
の
方
※
小
・
中
学
生
は
、
保
護
者

ま
た
は
責
任
者
（
成
人
の
方
）
の
同

伴
が
必
要　

▼
定
員　
80
人
（
先
着

順
）　

▼
参
加
費　
【
大
人
】
2
千
円

【
中
学
生
以
下
】
1
千
円
（
バ
ス
代
、

保
険
料
）　

▼
申　

4
月
20
日
㈰
午

前
9
時
～
正
午
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
ま
と
め
て
申
し
込
む
場
合

は
、代
表
者
1
人
に
つ
き
4
人
ま
で
）　

▼
問　
同
課
☎
5
5
6
―
8
3
3
6

▼
日
時　

5
月
11
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
4
時
※
雨
天
決
行　

▼
場

所　
熊
谷
流
通
セ
ン
タ
ー
組
合
会
館

他
（
熊
谷
市
問
屋
町
2
―
4
―
1
）　

▼
内
容　
防
災
機
器
な
ど
の
展
示
や

体
験
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
商
品
（
食

品
、
雑
貨
、
衣
類
な
ど
）
の
販
売
、

電
気
自
動
車
試
乗
、
Ｓ
Ｌ
や
エ
ア

テ
ン
ト
な
ど
の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合
な
ど　

▼
主

催　
熊
谷
流
通
セ
ン
タ
ー
問
屋
町
祭

り
2
0
1
4
実
行
委
員
会　

▼
後
援
　

行
田
市　

▼
問　
同
セ
ン
タ
ー
事
務

局
☎
5
2
8
―
2
1
5
0

①
春
、
夢
を
伝
え
る
　
絵
封
筒
展

▼
日
時　
4
月
28
日
㈪
ま
で
の
午
前

9
時
～
午
後
4
時　

▼
場
所　
熊
谷

商
工
信
用
組
合
行
田
支
店
（
天
満
3

―
16
）　

▼
内
容　
京
都
京
極
さ
く

ら
井
製
の
木
版
画
絵
封
筒
な
ど
、
叙

情
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示

②
の
り
も
の
玩
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

▼
日
時　
4
月
1
日
㈫
～
5
月
31
日

㈯
午
前
9
時
～
午
後
7
時　

▼
場
所　

ル
ー
ブ
ル
洋
菓
子
店
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ー
（
行
田
9
―
3
）　

▼
内
容　
汽

車
、
船
、
飛
行
機
、
自
動
車
な
ど
の

懐
か
し
の
乗
り
物
玩
具
や
雑
誌
、
絵

本
な
ど
を
展
示

①
②
い
ず
れ
も

▼
問　
栗
原
☎
0
9
0
―
1
5
3
5

―
4
4
6
0

▼
日
時　
4
月
27
日
㈰
午
前
11
時
30

分
～
午
後
2
時　

▼
場
所　

お
好

み
焼
き
道
と
ん
堀
行
田
店
（
佐
間
1

―
2
4
5
3
―
1
）　

▼
対
象　

39

歳
以
下
の
方　

▼
定
員　
男
女
各
20

人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　
3
千

円
（
会
員
は
5
0
0
円
引
き
）　

▼

申
・
問　
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
4
月
20
日
㈰
ま

で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
荒
木
☎
5
5
4
―
0
1
6
2

▼
日
時　

4
月
19
日
㈯
・
26
日
㈯

（
全
2
回
）
午
後
1
時
～
2
時　

▼

場
所　
【
4
月
19
日
】
中
央
公
民
館

第
2
学
習
室
（「
み
ら
い
」
内
）【
4

月
26
日
】
同
館
第
3
学
習
室　

▼
定

員　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
受
講
無

料　
▼
問　
ハ
ン
グ
ル
サ
ー
ク
ル
ケ

ン
チ
ャ
ナ
ヨ
の
会
安
藤
☎
5
5
6
―

1
4
6
1

▼
日
時　
4
月
27
日
～
6
月
29
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
10
回
）
午
後
1
時

30
分
～
4
時
30
分　

▼
場
所　
東
小

学
校
体
育
館　

▼
対
象　
市
内
の
小

学
1
年
生
～
6
年
生　

▼
参
加
費　

2
千
円　

▼
申
・
問　
髙
澤
☎
5 

5

6
―
5
8
7
8

▼
日
時　
5
月
7
日
～
29
日
の
毎
週

水
・
木
曜
日
【
水
曜
日
】
午
後
5

時
～
7
時
【
木
曜
日
】
午
後
7
時
～

9
時　

▼
場
所　
「
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場　

▼
内
容　
空

手
や
カ
ン
フ
ー
な
ど
の
武
術
の
技
を

使
っ
て
、
子
ど
も
で
も
で
き
る
護
身

術
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
心
の

成
長
に
も
重
点
を
置
き
個
性
を
伸
ば

す　

▼
対
象　

5
歳
以
上　

▼
費

用　

1
千
5
0
0
円
（
保
険
代
を

含
む
）　

▼
そ
の
他　
予
約
が
必
要　

▼
申
・
問　
総
合
武
術
教
室
武
活
動

M
a
r
t
i
a
l 

A
r
t
s 

L
i
f
e

塾
長
福
田
☎
0
9
0
―
3
5
9
4
―

9
5
9
0

熊
谷
流
通
セ
ン
タ
ー

問
屋
町
祭
り
2
0
1
4

桜
咲
く

　
　
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

行
田「
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

行
田
春
ま
つ
り

韓
国
語
体
験
講
座

小
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

総
合
武
術
教
室

春
の
体
験
教
室

い
き
い
き
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

教
室
・
講
演
・
講
座
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▼
日
時　
5
月
17
日
㈯
午
後
4
時
30

分　

▼
場
所　
ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト
ピ

ア　

▼
内
容　
笠
原
一
也
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア

カ
デ
ミ
ー
会
長
）
に
よ
る
講
演
「
二

度
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

向
け
て
」　

▼
入
場
無
料　
▼
主
催　

熊
谷
高
校
同
窓
会
行
田
支
部　

▼
問　

同
事
務
局
☎
5
5
4
―
5
1
7
4

▼
日
時　
4
月
19
日
㈯
午
後
2
時
～

4
時　

▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
学
習
室　

▼
内
容　
実
際
に
読
み

聞
か
せ
を
行
い
、
本
の
読
み
方
・
選

び
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
子
ど
も
に

と
っ
て
な
ぜ
本
や
物
語
が
必
要
な
の

か
を
一
緒
に
考
え
る　

▼
講
師　
代

田
知
子
さ
ん
（
日
本
子
ど
も
の
本
研

究
会
会
員
）　

▼
定
員　
50
人　

▼
参

加
無
料　
▼
主
催　
（
公
財
）
忍
郷

友
会
、
読
書
推
進
実
行
委
員
会　

▼
後

援　
行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
申
・

問　
（
公
財
）
忍
郷
友
会
事
務
局
☎

5
5
6
―
9
0
0
0
（
月
・
木
曜
日

の
み
）
ま
た
は
宮
脇
書
店
行
田
店
☎

5
5
4
―
6
3
0
0

▼
日
時　
5
月
24
日
㈯
午
後
2
時
30

分　

▼
場
所　
忠
次
郎
蔵
（
忍
1
―

4
―
6
）　

▼
内
容　
登
録
有
形
文

化
財
「
忠
次
郎
蔵
」
で
そ
ば
打
ち
を

体
験
す
る　

▼
定
員　
18
人
（
先
着

順
）　

▼
参
加
費　
1
千
円　

▼
持

ち
物　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち

帰
り
用
パ
ッ
ク　

▼
主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
忠
次
郎
蔵　

▼
そ
の
他　
希
望

者
に
は
引
き
続
き
中
級
・
上
級
も
用

意
し
て
い
ま
す
。　

▼
申
・
問　
同

法
人
☎
5
5
6
―
9
9
8
8
（
火
～

日
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
3
時
）

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

忠
次
郎
蔵
.biz

）

▼
日
時　
5
月
11
日
～
7
月
13
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
10
回
）
午
前
9

時
～
11
時　

▼
場
所　
富
士
見
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

▼
対
象　
初
心
者

～
技
術
向
上
を
目
指
す
経
験
者　

▼

参
加
費　

1
千
円
※
初
日
に
徴
収　

▼
持
ち
物　
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
運

動
の
で
き
る
服
装　

▼
そ
の
他　
ラ

ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
可　

▼
申　

行

田
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
開

催
日
当
日
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
途
中
参
加
も
可
）。　

　

4
月
1
日
か
ら
の
消
費
税
増
税
に

伴
い
、
古
代
蓮
の
里
う
ど
ん
店
の

価
格
を
改
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
改
定
時
期　
4
月
2
日
㈬
※
4
月

1
日
㈫
は
休
業
日　

▼
改
定
価
格　

全
メ
ニ
ュ
ー
10
円
ず
つ
値
上
げ

▼
問　

同
連
盟
理
事
長
大
西
☎

0
8
0
―
5
4
9
2
―
2
2
3
9

▼
日
時　
①
5
月
7
日
・
14
日
・
21

日　

②
6
月
4
日
・
11
日
・
18
日
※

い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午　

▼
場
所　

ミ
シ
ン
会
館
（
株
式
会

社
日
建
内
・
藤
原
町
1
―
31
―
20
）　

▼
内
容　
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
な
ど
4
種

類
の
作
品
を
作
る　

▼
対
象　

市

内
在
住
の
方　

▼
定
員　

①
②
と

も
各
5
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

3
千
円
（
教
材
費
を
含
む
）　

▼
申

・
問　
行
田
商
工
会
議
所
☎
5
5
6

―
4
1
1
1

　

4
月
か
ら
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
新

し
く
な
り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
た
め

る
と
無
料
利
用
券
（
1
回
分
）
を
進

呈
。
ま
た
、
新
規
登
録
講
習
会
を
受

講
し
た
方
や
新
規
登
録
者
を
紹
介
し

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
登
録
者
の
方
に

も
、
無
料
利
用
券
（
1
回
分
）
を
進

呈
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
運
動
を
始
め

よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

忠
次
郎
蔵
蕎
麦
打
ち
教
室

第
20
期
生（
初
級
）

ミ
シ
ン
に
触
れ
て
手
作
り
の
楽
し
さ
を
！

ミ
シ
ン
教
室（
初
級
コ
ー
ス
）

熊
谷
高
校
同
窓
会
行
田
支
部

発
会
10
周
年
記
念
講
演
会

申し込み・問い合わせ
産業文化会館

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

（公財）行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

行田グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７

古
代
蓮
の
里
う
ど
ん
店

価
格
改
定
の
お
知
ら
せ

ご
利
用
く
だ
さ
い

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
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InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
5
月
7
日
～
28
日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
4
回
）
午
前
10
時
～
11

時　

▼
場
所　
「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
柔
道
場　

▼
内
容　
病
気

や
け
が
を
未
然
に
防
ぎ
、
病
後
の
回

復
に
役
立
つ
気
功
を
行
い
、
自
己
免

疫
機
能
を
高
め
て
心
と
体
の
健
康
を

目
指
す　

▼
対
象　
健
康
に
関
心
の

あ
る
方　

▼
参
加
費　
1
千
5
0
0

円　

▼
持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
1
枚　

▼
申
・
問　
健
康
気
功
教
室
福
田
☎

0
9
0
―
3
5
9
4
―
9
5
9
0

▼
日
時　
5
月
14
日
～
6
月
11
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
5
回
）
午
前
10
時

～
正
午　

▼
場
所　
「
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
」
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
対
象　
初
心
者　

▼
定
員　
30
人　

▼
参
加
費　
1
千
円
（
保
険
料
を
含

む
）　

▼
持
ち
物　
運
動
の
で
き
る

服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
※
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ャ
ト
ル

は
主
催
者
が
用
意　

▼
主
催　
行
田

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟　

▼
申
・
問　

5
月
11
日
㈰
ま
で
に
同
連
盟
笠
原
☎

5
5
6
―
0
4
6
3
（
午
後
1
時
以

降
） 健

康
気
功
教
室

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

古
代
蓮
会
館
を
無
料
開
放
し
ま

す
。
展
示
室
の
ジ
オ
ラ
マ
や
蓮
の
シ

ア
タ
ー
、
展
望
室
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ

を
こ
の
機
会
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　
4
月
20
日
㈰　

▼
そ
の
他　

「
宮
沢
賢
治　

セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ

ュ
」
上
映
会
の
他
、
売
店
内
お
よ
び

屋
外
で
1
0
0
円
均
一
の
特
別
販
売

を
開
催

▼
期
間　

5
月
3
日
㈯
～
6
日
㈫　

▼
内
容　
期
間
中
、
古
代
蓮
会
館
に

入
館
し
た
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
※
入
館
料

2
0
0
円
が
必
要　

▼
そ
の
他　
景

品
が
無
く
な
り
次
第
終
了

▼
日
時　
4
月
11
日
㈮
午
後
6
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会

館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　
弦
楽
器
（
バ

イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
）
に

よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
中
心
に
心

に
残
る
音
楽
を
演
奏
す
る　

▼
出
演　

東
京
ユ
ニ
フ
ィ
ル
弦
楽
四
重
奏
団　

▼
入
場
料　
全
席
指
定
1
千
円　

▼

 行田市の人口と世帯 人口84,975人　男42,269人　女42,706人　世帯数33,753世帯
 （平成26年3月1日現在） 2 月中の異動　出生37人　転入等142人　死亡84人　転出等195人住民基本台帳人口

東
京
ユ
ニ
フ
ィ
ル
弦
楽

四
重
奏
団
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト

行田グリーンアリーナ　いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員行田グリーンアリーナ　いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員
クラブ名 日時 場所 内容 対象 会費 申し込み・問い合わせ

ボクササイズ
ヒーリングクラブ

毎週金曜日の
午後7時30分
～8時30分

「行田グリー
ンアリーナ」
剣道場他

ボクシングの動作を取り入れたエク
ササイズなどを行い、脂肪燃焼を促
進させダイエット効果を高める 18歳以上

の方
（先着順）

月額2,000円
※トレーニング室

など月4回無料
利用券付き

直接または電話で行田
グリーンアリーナ☎55
3―3377
※いずれも定員になり

次第入会待ちとして
の受け付けに変更

※原則として入会は月
初めの開催日から

SAファイト
クラブ

毎週土曜日の
午前10時～11時

ピラティス
クラブ

毎週土曜日の
午前11時10分
～午後0時10分

「行田グリー
ンアリーナ」
柔道場他

バレエやヨガの要素を取り入れたピ
ラティスを行い、柔軟性や筋力、バ
ランス感覚などを養い、美容や肩こ
り・腰痛などの改善に役立てる

月額3,000円
※トレーニング室

など月4回無料
利用券付き

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　
同
館
窓
口
で

発
売
中

▼
日
時　
5
月
10
日
㈯
【
1
回
目
】

午
後
4
時
【
2
回
目
】
午
後
7
時　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
出
演　
中
川
家
、
ト
ー
タ
ル
テ
ン

ボ
ス
、
ロ
バ
ー
ト
、
千
鳥
、
ス
リ
ム

ク
ラ
ブ
、
ジ
ャ
ル
ジ
ャ
ル
、
く
ま
だ

ま
さ
し
、
2
7
0
0
、
桂
三
四
郎
、

天
狗
（
埼
玉
県
住
み
ま
す
芸
人
）
他

※
1
公
演
の
み
の
出
演
者
あ
り　

▼

入
場
料　

全
席
指
定
【
前
売
り
】

3
千
8
0
0
円
【
当
日
】
4
千
3 

0

0
円　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　
同

館
他
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中

（
同
館
の
み
電
話
受
け
付
け
可
）

古
代
蓮
会
館
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
記
念
無
料
開

放
事
業

古
代
蓮
の
里
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

開
催

週
末
よ
し
も
と
　

行
田
お
笑
い
ま
つ
り
!!
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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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特集特集特集
川
の
国 

埼
玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！

平成26年度 当初予算をお知らせします平成26年度 当初予算をお知らせします平成26年度 当初予算をお知らせします P.2P.2P.2

う き し ろ ち ゃ んう き し ろ ち ゃ んう き し ろ ち ゃ ん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　「浮
う

き城
しろ

」と呼
よ

ばれた忍
おし

城
じょう

をモチーフに、浮
う

き輪
わ

をしたお城
しろ

のキャラクター「うきしろちゃん」。

　市
し

内
ない

の印
いん

刷
さつ

会
がい

社
しゃ

の皆
みな

さんが考
こう

案
あん

したとてもかわいいキャラ

クターで、平
へい

成
せい

24年
ねん

10月
がつ

に「行
ぎょう

田
だ

ゆるキャラ観
かん

光
こう

大
たい

使
し

」に任
にん

命
めい

されたんだ。行
ぎょう

田
だ

の魅
み

力
りょく

を全
ぜん

国
こく

に発
はっ

信
しん

するため、いろいろ

なイベントに参
さん

加
か

して頑
がん

張
ば

っているよ。

　それから足
あし

元
もと

に注
ちゅう

目
もく

。足
た

袋
び

を履
は

いているのに気
き

が付
つ

きまし

たか。行
ぎょう

田
だ

の魅
み

力
りょく

が詰
つ

まった「うきしろちゃん」をこれからも

応
おう

援
えん

してね。

3月15日、見沼元圦公園付近の田んぼで行田青年会議
所主催のイベント「晴れときどきあぜ道」が開催されました。
　このイベントでは、行田在来青大豆と行田産小麦粉を使用した「青
年のあぜ道希望鍋」や、米や小麦粉を混ぜて焼き、みそを付けて食べ
る郷土料理「やきびん」が振る舞われました。また、かかし作り体験も
行われ、子供たちは自分だけのオリジナルのかかしができるとうれし
そうな表情を浮かべていました。

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

埼
玉
古
墳
群
を
支
え
た
ム
ラ

行田

歴
史
系
譜

13

241

　

埼
玉
古
墳
群
を
築
い
た
権
力
者
は
、
多
く
の

集
落
を
支
配
し
、
た
く
さ
ん
の
人
々
を
古
墳
の

築
造
に
動
員
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

埼
玉
古
墳
群
を
築
い
た
権
力
者
の
本
拠
地
で

あ
る
館
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
い
ま
だ
に
謎
で

す
が
、
そ
の
館
の
存
在
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
遺
跡
が
、
下
忍
地
区
に
あ
る
高た

か

畑ば
た
け

遺
跡

で
す
。
高
畑
遺
跡
で
は
、
一
辺
26
メ
ー
ト
ル
以

上
の
方
形
に
巡
る
と
思
わ
れ
る
溝
の
一
部
が
検

出
さ
れ
て
お
り
、
埼
玉
古
墳
群
を
築
い
た
権
力

者
の
館
を
巡
る
堀
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
高
畑
遺
跡
は
埼
玉
古
墳
群
の
築
造

が
始
ま
る
少
し
前
の
5
世
紀
中
ご
ろ
よ
り
集
落

が
営
ま
れ
始
め
、
6
世
紀
前
半
ご
ろ
に
規
模
が

最
も
大
き
く
な
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

6
世
紀
後
半
ご
ろ
に
は
急
速
に
規
模
が
小
さ
く

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ

埼
玉
古
墳
群
で
は
大
型
古
墳
の
築
造
が
続
け
ら

れ
て
お
り
、
古
墳
群

の
成
立
を
支
え
た
集

落
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
最

後
ま
で
古
墳
群
を
支

え
続
け
た
集
落
と
は

い
え
な
い
よ
う
で
す
。

　

埼
玉
古
墳
群
の
築

造
に
直
接
関
わ
っ
た

集
落
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
が
、
小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
に

広
が
る
小
針
遺
跡
で
す
。
埼
玉
古
墳
群
の
築
造

が
始
ま
っ
た
5
世
紀
後
半
ご
ろ
よ
り
一
時
廃
絶

し
て
い
た
集
落
が
再
び
営
ま
れ
始
め
、
市
内
有

数
の
大
規
模
集
落
に
成
長
し
て
平
安
時
代
ま
で

連
綿
と
続
き
ま
す
。
こ
の
集
落
で
は
6
世
紀
後

半
に
な
る
と
、
精
選
さ
れ
た
粘
土
を
用
い
て
堅

緻
に
焼
き
上
げ
ら
れ
た
小
針
型
と
呼
ば
れ
る
特

徴
的
な
白
色
の
土は

師じ

器き

坏つ
き

が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
の
白
色
の
小こ

針ば
り

型が
た

坏つ
き

が
埼
玉
古

墳
群
の
瓦
塚
古
墳
、
鉄
砲
山
古
墳
、
埼
玉
5
号

墳
に
供
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
針
遺
跡

の
人
々
が
埼
玉
古
墳
群
の
築
造
に
直
接
関
わ
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
田
み
な
み
産
業
団
地
周
辺
に
広
が

る
築つ

き

道み
ち

下し
た

遺
跡
は
、
5
世
紀
後
半
～
平
安
時
代

に
か
け
て
の
竪
穴
住
居
跡
が
約
8
0
0
軒
ほ
ど

検
出
さ
れ
た
市
内
有
数
の
大
規
模
集
落
遺
跡
で

す
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
埼
玉
古
墳
群
の
将
軍

山
古
墳
の
石
室
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
と
同
様

の
千
葉
県
産
房ぼ

う

州し
ゅ
う

石い
し

の
砥と

石い
し

が
多
く
出
土
し
て

お
り
、
元
荒
川
な
ど
を
利
用
し
て
将
軍
山
古
墳

の
石
室
の
石
材
の
運
搬
に
関
わ
っ
た
集
落
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
古
墳
群
を
築
い
た
権
力
者
は
、
こ
れ
ら

の
集
落
を
含
む
多
く
の
集
落
を
掌
握
・
支
配
し

て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

小針遺跡（平成17年撮影）
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